
「最初の者にして最後の者」          2019 年 07 月 30 日 

ヨハネの黙示録 1 章 17 節～20 節 わたしは、その方を見ると、その足もとに倒れて、 

死んだようになった。すると、その方は右手をわたしの上に置いて言われた。「恐れるな。

わたしは最初の者にして最後の者、また生きている者である。一度は死んだが、見よ、世々

限りなく生きて、死と陰府の鍵を持っている。さあ、見たことを、今あることを、今後起

ころうとしていることを書き留めよ。あなたは、わたしの右の手に七つの星と、七つの金

の燭台とを見たが、それらの秘められた意味はこうだ。七つの星は七つの教会の天使たち、

七つの燭台は七つの教会である 

 

ヨハネは迫害を受け、パトモス島に流されたが、そこで、霊的な啓示を受けた。パウロ 

と弟子たちの宣教によって建てられた七つの教会に神の言葉を伝えよという命令である。

この時、天上のキリストの姿を仰ぎ見た。七つの金の燭台の中央に人の子のようなキリス

トがおられた。足まで届く衣を着、胸には金の帯を締めていた。髪の毛は雪のように白く、

目は燃え盛る炎、足は炉で精錬されたしんちゅうのように輝いていた。右の手には七つの

星を持ち、口からは鋭い両刃の剣が出て、顔は輝く太陽のようであった。威光に満ちた栄

光のキリストを見たのである。この幻は、地上では迫害に晒されているが、私たちの信じ

る天上のキリストは、全てを圧する権能を持つ方であるというメッセージである。 

 ヨハネは、天上のキリストの姿を見た時、足元に倒れて、死んだようになった。ユダヤ

教では、神を見た者は死ぬと言われていた。預言者イザヤは、神殿で、天にある御座に神

が座しておられるのを見た。天使たちが飛び交い、神を賛美していた。神殿の敷居は揺れ

動き、煙に満たされた。この時イザヤは、「災いだ。わたしは滅ぼされる。わたしは汚れ

た唇の者。汚れた唇の民の中に住む者。しかも、わたしの目は／王なる万軍の主を仰ぎ見

た（イザヤ 6：6）」と叫んでいる。神を見た私は死ぬと言っている訳である。イザヤは死

ぬことはなく、この霊的な体験から、預言者として立てられる召命を受けたのである。 

 ダニエルも霊的な経験をしている。彼も栄光に輝くキリストの幻を見た。その時、「わ

たしはひとり残ってその壮大な幻を眺めていたが、力が抜けていき、姿は変わり果てて打

ちのめされ、気力を失ってしまった。その人の話す声が聞こえてきたが、わたしは聞きな

がら意識を失い、地に倒れた。突然、一つの手がわたしに触れて引き起こしたので、わた

しは手と膝をついた（ダニエル 10：9～10）。」ダニエルは架空の預言者であるが、ヨハネ

の体験はそれと酷似している。聖書記者たちは神体験を、このように著したのである。 

 ヨハネは倒れて、死んだようになったが、キリストは右手をヨハネの上に置いて、「恐

れるな。わたしは最初の者にして最後の者、また生きている者である。一度は死んだが、

見よ、世々限りなく生きて、死と陰府の鍵を持っている」と言われた。キリストは最初の

者にして最後の者、アルファでありオメガである。十字架で一度は死んだが、復活して永

遠に生き、死と陰府を司る鍵を持っている。そして、「さあ、見たことを、今あることを、

今後起ころうとしていることを書き留めよ」と命じられた。ヨハネは、キリストが右手に

持つ七つの星と、七つの金の燭台を見たが、それらに秘められた意味は、「七つの星は七

つの教会の天使たち、七つの燭台は七つの教会である」と言う。教会には、天使が共にい

て導き、神に執り成していたのである。ここから、七つの教会への神の励ましと叱責の言

葉が伝えられる。 


